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1. はじめに 
現在，電子試験は民間の資格試験や適性検査

のみならず，小中高等学校や大学などの教育機

関においても利用されるようになっている． 

教育機関，特に教室で実施される電子試験は

オフライン環境，すなわち，インターネットや

学内ネットワークを経由しない環境で電子試験

が行えることが好ましい．なぜならば，第一に

すべての教室においてオンライン環境（インタ

ーネットや学内ネットワークに接続できる環

境）を備えているわけではないこと，第二にネ

ットワークを介した不正行為を防ぐためにはオ

ンライン環境よりもオフライン環境の方が不正

行為の防止や検出を行いやすいためである． 

また，日本では文部科学省による GiGA スクー

ル構想[5]が進んでおり，授業でタブレット型パ

ソコン（以下，タブレット）を用いる機会も増

えている．このため，タブレットを用いて電子

試験を行える環境があるのが好ましい． 

本研究ではタブレットを用いたオフライン電

子試験環境の構築を行った．本環境を用いるこ

とで，オフライン環境での電子試験の問題配布，

解答，答案回収を行え，回収した答案をタブレ

ット上で採点することができ 

2. 仕様記述言語 QSL 
 試験は人々の能力，学力，性格などの特性を

評価する手段として，学校では入学試験や定期

テスト，会社では採用試験や能力開発のための

試験，また資格を認定する組織では資格試験と

して広く利用されている[4]．一般に試験の手順

は以下のとおりである． 

1. 試験作成者が問題を作成する 

2. 試験監督者が受験者に試験問題を配布する 

3. 受験者が試験問題に解答する 

4. 試験監督者が解答を回収する 

5. 試験採点者が解答を採点する 

6. 試験実施者が結果を公表する 

このように試験には役割が存在し，役割ごとに

行える操作や閲覧できる情報が異なる． 

QSL は電子アンケートや電子投票，電子試験シ

ステムのため標準化された一貫性のある要件リ

ストと語彙および表記法を提供する仕様記述言

語である [3]．仕様記述言語はシステムなどの

仕様を明確に記載するものである．QSL はマー

クアップ 言語である XML に基づいており，電子

アンケート，電子試験，および電子投票サービ

スとそのシステムに関する用語をタグとして提

供している[1]．そして，それらのタグを用いて

電子アンケート，電子試験及び電子投票サービ

スとそのシステムの網羅的な要求を形式化し，

要求仕様のテンプレート集として提供している． 

QSL が提供する要求仕様テンプレートには電子

アンケートサービスが提供する問題形式も含ま

れている．QSL で記述出来る問題形式は既存の

代表的な電子アンケートシステム 26 個で提供

されている問題形式を全て含んでいる[3]．QSL

の提供をしている電子アンケートの問題形式は

基本的な問題形式とそれらを組合せた応用的な

問題形式に分けることができる． 

本研究で開発する電子試験環境では，試験監

督用アプリ，受験者用アプリ，採点者用アプリ

間でやりとりする試験問題および答案データの

形式として，仕様記述言語 QSL を用いる． 

3. タブレットを用いたオフライン電子試験環境 
3.1 想定利用環境 

  試験監督がおり，受験者が教室に集まって試験

する状況を想定している．試験監督および受験

者はそれぞれタブレットを使用できるとする．

基本的にはオフライン環境を想定しているが教

室に無線 LAN 等のオンライ ン環境が設置されて

いてもよい． 

 試験問題は試験監督用のタブレットにあらか

じめ存在しているとし，試験開始後に試験監督

から受験生へ試験問題が配布される．試験終了

時には試験監督が答案を受験生から回収する．

回収された答案は試験監督から採点者に引き渡

されるとする． 

3.2 オフライン電子試験環境の概要 
 本電子試験環境は，問題作成を行う汎用電子
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調査・試験・投票サーバ ENQUETE-BAISE [2]，試

験監督端末用アプリ，受験者端末用アプリ，採

点者端末用アプリの 4 つのソフトウェアから成

り立っている．ENQUETE-BAISE は Web アプリケー

ションとして，残り 3 つのアプリは Android ア

プリとして実装されている． 

4 つのソフトウェア間でやりとりする試験問題

および答案データの形式には QSL を使用してい

る．ENQUETE-BAISE と試験監督端末用アプリ間の

データのやりとりは Web を通じて，行われ，試

験監督端末用アプリと受験者端末用アプリ間お

よび試験監督端末用アプリと採点者端末用アプ

リ間の通信は Bluetooth のアドホック通信を用

いて行われる． 

3.3 受験者端末用アプリ 
  受験者用端末アプリは試験監督者用アプリか

ら試験問題を受け取る．試験問題受信時には試

験監督から伝えられたパスワードを入力する必

要がある．解答を終了すると答案が試験監督者

用アプリに自動的に送信される． 

不正行為検出機能として，解答開始後に本ア

プリの全画面表示を解除すると解除された時間

が答案に自動的に記録される．また，無線 LAN

に接続した時間および接続先も自動的に答案に

記録される．本アプリは試験時間終了時に強制

的に解答を終了させるため試験時間を制御でき

る．また，本アプリ起動中はスクリーンショッ

ト機能を禁止しているため，解答画面の流出も

防ぐことができる． 

3.4 試験監督端末用アプリ 

試 験 監督は 試 験開始 前 にあら か じめ ，

ENQUETE-BASE から試験問題を試験監督者用端末

アプリにダウンロードする．また，受験者端末

と事前に Bluetooth のペアリングをしておく必

要がある． 

試験開始後は受験者に試験問題ダウンロード

用パスワードを通知し，本アプリに一覧表示さ

れる受験者端末に試験問題を送信する．試験問

題が送信済みかどうかは一覧表示で確認できる．

答案回収時は一覧表示される受験者を 1 人ずつ

選択し，答案を回収していく．回収した答案は

一括して採点者端末アプリに送信できる． 

 ペアリングを行い試験問題の送信および答案

の受信をするため，試験問題の誤送信および答

案のすり替えを防ぐことができる． 

3.5 採点者端末用アプリ 
採点者は試験終了後に試験監督用端末から答

案を受け取る．採点者端末用アプリは受験者別

の採点機能に加え，問題ごとに横断的に採点を

行うこともできる．また，答案に記録されてい

る受験者端末用アプリの全画面解除記録，およ

び，無線 LAN へのアクセス記録を確認し，不正

行為の疑いがある受験者を検出することもでき

る． 

模範解答は別途 Web 経由でインポートする．

また，答案および採点結果はエクスポートでき

る． 

4. おわりに 
 本研究では教室での電子試験のためにタブレ

ットを用いたオフライン電子試験環境の構築を

行った．本電子試験環境は試験開始から採点ま

では完全オフラインで実施することができる．

これにより無線 LAN 環境が整っていない教室で

電子試験を行うことができ，また，インターネ

ットを介した不正行為を防ぐことができる． 

 今後の課題は問題作成についてもタブレット

上でできるようにすること，および，実際の試

験に利用し，本環境の有用性を検証することで

ある． 
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